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表：がん対策の「診療報酬」に関する 29 本の提案例 
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表：がん対策の「制度」に関する 37 本の提案例 
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図：図示して推奨する 9本の施策 
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がん対策推進協議会会長 垣添忠生様  

がん対策推進協議会  

提案書取りまとめワーキンググループ  

平成22（2010）年3月11日  

 

がん診療連携拠点病院制度の見直しについて 

 

がん対策推進協議会（以下、「協議会」）の提案書取りまとめワーキンググループ（以

下、「がんWG」）においては、全国6カ所のタウンミーティングと都道府県がん対策推進協

議会等委員へのアンケート等によって、がん対策に関する提案について、「予算」、「診

療報酬」、「制度」の各側面から、意見集約を行ってきた。その中で、がん診療連携拠点

病院制度（以下、「拠点病院制度」）に関しては、「患者」、「医療現場」、「地域」の

いずれの立場からも、現状の問題点と改善案が多数出された。  

そこでがん WG においては、こうした意見を踏まえて、拠点病院制度の包括的見直しを提

案するものである。協議会において、がん診療連携拠点病院制度見直しのための分科会を

設置するなどし、新拠点病院制度を取りまとめることを提言する。 

 

1. 集まったご意見について 

 

都道府県がん対策推進協議会等委員を対象としたアンケートにおいては、拠点病院制度

など、医療連携ネットワークに関するご意見が約 200 人から件あり、タウンミーティング

で集められたご意見シートにおいては約 100 人からあった。 

集まった意見を分析したところ、拠点病院制度に関する問題点が広く認識されており、

改善の方向について具体的な意見が多数あった。 

これらを元に、がん WG は制度面での対応として「がん診療連携拠点病院制度の見直し」

〔C-26〕を推奨する。 

 

「がん診療連携拠点病院制度の見直し」〔C-26〕 

提供される医療の質の高さや、地域のカバー率、面的連携の強化、患者目線での運営など、

がん対策基本法の趣旨に沿ったがん診療体制ネットワークの制度を一層充実・強化するために、

がん診療連携拠点病院の指定要件について、がん対策推進協議会にて検討の上、改正する。特

に、拠点病院の役割に鑑み、患者やその家族から、セカンドオピニオンや相談支援の求めがあ

った場合は、適切かつ迅速に応じるよう努めることを通達するなど、患者や家族に配慮した運

用を求める。 

 

本文書は、その方向をより詳しく記述したものである。 

提案書：「がん診療連携拠点病院制度の見直しについて」 
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2. 新制度において留意すべき点について  

 

がん診療連携拠点病院制度の見直しを、下記のような観点に留意して進めるべきである。 

 

①均てん化と切れ目ないがん医療の面的展開に関して貢献する医療機関へのインセンティ

ブが働くこと  

②医療機関が継続的に質の向上に取り組むインセンティブが働くこと  

③地域の面的カバーの拡大と、医療の質の向上の両面でのインセンティブが働くこと  

④大都市、地域の中核都市、地方都市、過疎地のいずれにおいても、適応できる仕組みで

あること  

⑤医療従事者の育成確保のインセンティブが働くこと  

⑥患者・家族の目線で拠点病院のあり方を見直すこと  

――など。  

 

また、具体的な改正点としては、次のような点を検討すべきである。  

①拠点病院のタイプを複数分けすること（全がん種タイプ、特定がんタイプなど） （要件

をすべてクリアしている拠点病院、それ以外の拠点病院など）  

②連携に関する評価を取り入れること  

③地域の医療計画において記載した役割分担に位置付けること  

④指定要件について訪問審査の考えを取り入れること  

⑤病院機能、プロセス指標、アウトカム指標をチェックするための第三者的な組織による

ベンチマーキングセンターを設置すること  

⑥都道府県がん診療連携協議会、都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会などに、患者

代表の参加を必須とすること  

――など。  

 

こうした方針に合わせて指定制度を再構築し、その上で国の予算措置も強化し、質の担

保に伴い診療報酬上の評価もさらに高めるべきである。
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